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ぐプログラムの概要／＞

本プログラムでは、高校年代の情報学分野のトップ才能と 、大学・大学院との接続を

行い、我が国の情報学分野研究力の向上と底上げにつなげる 「 エリー ト養成」を目指

します。具体的には、数学、アルゴリズム、プログラミングに商い能力を持つ中高生

や高専生に対して、この年代から最先端の情報学研究に触れ、日本の情報学分野の

ジ。

トップクラスの研究者と共同研究を行います。

このような共同研究を通して、情報学分野の世界のトップクラスにたどり着ける道を

受講生に提供いたします。

情報科学の達人プログラムコ ー ディネ ー タ ー

国立情報学研究所

教授 河原林健 一

CURRICULUM 
オンライン講習

＜／プログラムの特徴／＞

本プログラムで は、科学技術振興機構(JST) の戦略的創造研究推進事業である

ACT-l/ACT-X(*1) の研究者 、情報オリンピッ クや各種プログラムコンテス トの上位

経験者からなる若手研究者（メンタ ー ）陣が、各受講生とグル ープを作り受講生各々の

研究構想について対話を通して助言・指導を行います。

(*l) ACT-1/ACT-X: ACT-Iは、JSTの戦略的創造研究推進事業において、独創的な発想で人類が現在あるいは未来に直面する
問題を解決し未来を切り拓こうとするICT分野の若手研究者を見いだして育成し、研究者としての個の確立を支援するプログラム
(2016年度～2021年度）。ACT-Xは、同じくJSTの同事業において、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、優れた若
手研究者を発掘し育成することを目的とするプログラム(2019年度～2024年度）。

第一段階育成プログラム＿基礎コ ース一 2025年4月 ～9月

,. 

最先端の情報学研究に触れ興味を絞り込む

0 マッチング
メンタ ー と受講生のグル ープを作る

0 オンライン講習
情報学の最先端研究を知る

本プログラムは、メンター研究者のサポートのもと、

受講生が自ら率先して情報学分野の研究を行うプログラムです。

メンター研究者（五十音順）

穐山空道准教授（立命館大学情報理工学部情報理工学科）：計算機システム、システムソフトウェア

石畠正和協創情報研究部担当課長(NTTコミュニケーション科学基礎研究所）：人工知能、機械学習、離散構造処理

五十川麻理子准教授（慶應義塾大学理工学部情報工学科）： コンピュータビジョン、機械学習、センシング

浦西友樹教授（大阪大学D3センタ ー） ：コンピュータビジョン、拡張現実感

梶野洸：人工知能、機械学習

片岡裕雄上級主任研究員（産業技術総合研究所） ： コンピュータビジョン

河瀬康志特任准教授（東京大学大学院情報理工学系研究科） ：離散最適化、アルゴリズム的ゲーム理論

栗田修平助教（国立情報学研究所コンテンツ科学研究系） ：自然言語、視覚情報処理

菅原朔助教（国立情報学研究所コンテンツ科学研究系） ：自然言語処理

杉山麿人 准教授（国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系） ：機械学習、人工知能

高前田伸也准教授（東京大学大学院情報理工学系研究科） ：コンピュ ー タアー キテクチャ、ハー ドウェア・回路

嗚海紘也准教授（慶應義塾大学理工学部情報工学科） ：ヒューマンコンピュータインタラクション、計箕製造

平木剛史助教（クラスター （株）メタバース研究所／筑波大学図書館情報メディア系）

．拡張現実感、ヒューマンコンピュータインタラクション

平原秀一准教授（国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系） ： 計算量理論

藤井海斗助教（国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系） ：組合せ最適化、機械学習

室屋晃子特任研究員（国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系）：プログラミング 言語理論

山口勇太郎准教授（大阪大学大学院情報科学研究科）：組合せ最適化、アルゴリズム

〇研究
メンタ ー のアドバイスを受けながら研究を始める

0 大学研究室訪問
大学の研究室を訪問し、情報学の最先端研究に触れる

0 発表
ワ ー クショップにて研究の進捗状況を報告する

2

詞

第一段階育成プログラム＿共同研究コ ース
ヽ露置霧 2025年 10月 ～2026年3月

メンターの指導のもと共同研究を進める

0 中間選抜
第＿段階育成プログラム＿共同研究コ ースに進む受講生を決定する

〇共同研究
メンタ ー と受講生のグル ープの調整後、共同研究を進める

〇情報処理学会全国大会で発表
情報処理学会全国大会でポスタ ー発表を行う

情報学の最前線を学ぶために、 情報学分野で過去約lO年間研究を先導

してきた国内トップクラスの研究者が、それぞれの研究分野の歴史、背景

と最先端研究についてオンライン講義を行います。

〇修了発表
ワ ー クショップにて1年間の研究成果を発表する

講習一覧

l.グラフ理論、グラファルゴリズム、 9. 自然言語処理
計算理論 10.画像処理

2.組合せ最適化 11. ロボット
3.最適化一般 12. loT 
4.データ構造と実装 13.アー キテクチャ
5.離散アルゴリズム 14.データベース
6.プログラム言語と論理 15.グラフィックス
7.機械学習（基礎） 16.ヒューマンインタラクション
8.機械学習（応用） 17.パターン認識

第二段階育成プログラム＿発展研究コ ース一 2026年4月 ～2027年3月
ヽ·

未来を目指し発展研究を行う

゜

〇二次選抜
第二段階育成プログラム＿発展研究コ ースに進む受講生を決定する

0 発展研究
メンタ ー と受講生のグル ープの調整後、発展研究を進める

達人プログラム

メンターに

受講生OBとして
新しい才能の

発掘・指導に携わる
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情報科学の達人プログラムの未来とエコシステム構築への構想
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